
令和６年度 第２回豊田市特別支援教育連携協議会 会議録 
協 議 会 名 第２回豊田市特別支援教育連携協議会 
開 催 期 日 令和７年１月２４日（金） 
開 催 時 間 午後２時３０分から午後４時１５分 
開 催 場 所 豊田市役所 東庁舎６階 教育委員会会議室 
出 席 者 ２０名 

 （内訳） 
・会⾧（医療関係）・・・・・・・・・・・・・１名 
・副会⾧（学識経験・医療関係・学校関係）・・１名 
・保護者代表 ・・・・・・・・・・・・・・・３名 
・学校関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・６名 
・福祉関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・６名 
・労働関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・１名 
・保育関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・２名 

＜会議録（要旨）＞ 
１ 開会行事 
（１）教育委員会あいさつ 

 
（２）会⾧あいさつ 
 
 
２ 協議事項 
（１）令和６年度の重点取組の取組について 

 ① 重点１ 多様な学びの場における支援・指導の充実 
ア ブロックサポート体制の活用 

    ・全７種の障がい種や障がいの程度に配慮した研修を行えるとよい。 
   イ 交流及び共同学習の推進 
    ・副次的な籍制度について、小学校⾧会や B ブロック研修会で説明を行った。

今後、全校実施に向けてガイドラインを作成していく。 
   ウ 適切な就学支援の推進 
    ・リーフレットを活用したことで、園児の保護者の就学への意識が高まった。 

・小学校は園の動きを把握し、園児の保護者の対応に生かすことができた。 
   エ 関係機関とのネットワーク強化 
    ・福祉制度のパンフレットについては、あらゆる障がいに対応できるものであ

るとよい。教員のニーズが反映できるとよい。 
 

 ② 重点２ 教員の専門性、指導力の向上 
ア 教員支援の充実 

・特別支援教育アドバイザーの訪問相談の件数が増えている。アドバイザーの 
助言を校内で共有できるようにする必要がある。 

・特別支援教育ハンドブックは、用語や表現等について見直す必要がある。 
 



③ 重点３ 教育諸条件の整備 
ア 多様な学びの場の整備 

・豊田特別支援学校の看護師について、医療的ケア検討委員会で検討していく。 
・通学支援について意見交換をした。 
 

 ④ 重点４ 中学校卒業後の生活へのスムーズな移行 
ア 就労・就学に向けた支援の充実 

・高校入試等での合理的配慮について意見交換をした。 
 

（２）令和７年度の重点取組について（案） 
・特別支援教育推進計画の策定。 
・福祉制度についてのパンフレットの作成。 
・定期テストや高校入試等で行われる合理的配慮についての研修の実施。 

 
（３）特別支援教育推進計画（案）について 
 
 
３ 報告事項 
（１）令和６年度 豊田市特別支援教育の取組 
  ・研修の実施 
  ・学級運営補助指導員の配置 
  ・教育介護ボランティアの派遣 
  ・巡回相談訪問活動の実施 
 
（２）令和６年度 豊田市校内支援体制状況調査 
 
 
４ 意見交換 

・医療的ケアについて、看護員の確保などの意見交換をした。 
 
 
５ 終わりのあいさつ（副会⾧） 
 
 

 
 


